
　最近、日本の伝統的な玩具のけん玉が、「KENDAMA」とアルファベットで表記され、
海外で人気です。けん玉をダンスと組み合わせるなど、パフォーマンス性にも優れた自由
なスタイルで、InstagramやYouTubeといった場で海外のインフルエンサーが発信する
と、アメリカを中心にブームになり、世界にその人気が広まりました。ストリート系ファッ
ションの1つとしても注目され、ポップでカラフルなものが登場しています。いち早く、海
外にけん玉を輸出し、また競技用けん玉の生産量「日本一」を誇る、山形工房の代表取
締役・梅津雄治さんにお話を聞きました。

深読み！今月の

海外でも超人気の「けん玉」。
その製品づくりにかける想いとは？

日本一のけん玉メーカー「山形工房」に聞く

さまざまな種類・色のけん玉が並ぶ工房に立つ、代表取締役・梅津雄治さん

　日本ではちょっと古めかしいイメージのけん玉ですが、今や世界大会が開かれるほどの人
気です。かつては、世界中でけん玉のような遊びがあったといいますが、それらをブラッシュ
アップして今の基本の形に仕上げたのが、日本のけん玉です。山形県長井市にある有限会社
山形工房は、ブームになる前の2009年から、いち早く海外向けにけん玉の販売を行ってき
ました。
　「いってみれば、日本人の創意工夫が込められた玩具で、それが海外で認められたという
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のは嬉しかったですね」と社長の梅津さんは話します。
　東京都で公務員をしていた梅津さんですが、2008年の夏
休みに実家の長井市に帰郷したとき、祖父の始めた木工玩具
の会社に入社し、工場長を務めていた兄から、「ホームペー
ジに、ものすごく良い品だとか使いやすいというメッセージ
や、海外でけん玉ショップをオープンしたいから輸出してほ
しいという問い合わせがきている。ちょっと1回見てほしい」
と言われます。
　当時は、YouTubeの認知度が高まりを見せていた頃。10
代・20代でスケートボードを楽しむインフルエンサーたち
が、けん玉を使ったパフォーマンスや難度が高い技を動画で
投稿しました。そうやって、海外の若者たちの間でけん玉は
広がりを見せ、海外需要が高まっていました。
　「その頃は、販売元から製造販売元となり、自社製品とし
て『大空』という名前のけん玉を発売した頃でした。どう販路 
を切り開き、会社を軌道に乗せようかと、皆が必死なのはわ
かっていました。海外からの問い合わせは会社にとって大きなチャンス。祖父や兄の作る製
品には自信がありましたから、私が役に立てることがあると、脱サラしました」と話します。
　一念発起して地元にUターンした梅津さんは、国内だけでなく、海外に向けての営業・輸
出、マーケティングに力を注ぎました。模倣品を作られたり、けん玉に使う材料が基準に合
わず、リコールになりそうになり材料も一部変えたりと様々な出来事があり、一筋縄ではい
かなかったといいます。それでも、2011年には米国への輸出に向けて米国安全基準CPSIA
をクリア、その後はEUのEN71という基準をクリアする製品を作り、2013年には国際商標
登録、全世界適応の海外PL保険に加入。流通業者や消費者の安心のための対策を一から学
んで対応していきました。こうして、2013年には第24回中国ハルビン国際経済貿易商談会
に、2015年にはミラノ国際博覧会に山形県出展団として参加、2009年より輸出を開始し
てから世界約50カ国へ、けん玉を輸出してきました。

独学で始めたけん玉づくりが、競技用けん玉製造へ

海外のストリート系の若者に人気の
色・柄のけん玉。黒いものはその名
も “STREETブラック”

　山形県長井市は豊かな水と緑に囲まれた町で、中心部から山の麓に向かった、田園が広が
る寺泉地区に山形工房のけん玉工場があります。梅津さんの実家は、室町時代から寺泉に住
み、曾祖父の代まで “山守”と“木流し”という山に関係する仕事をしていたそうです。伐採し
た木の搬出方法の1つである“木流し”は、まず川沿いに木を集めて、そこに川の水を止める
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堰を作ります。木がプカプカと浮いたら、堰
を破って水と一緒に木を人里まで流す方法で
す。このような暮らしは、昭和20年代になっ
てダムができ始めると姿を消します。
　「最後に子どもに見せておきたいと思った
曽祖父は、小学生だった祖父を木流しの現場

に連れていったそうです。そこで祖父は木の美しさに魅せられ、学校を卒業して、独学で木
工玩具を作り始めました。それがけん玉づくりのスタートです」と話します。
　1970年代初め、けん玉以外にも、コマ、ヨーヨー、だるま落としなどを製造し、東京の
デパートで販売していたとき、製品が童話作家の藤原一生さんの目に止まります。当時の藤
原さんは、けん玉を競技にしてもっと普及させたいという想いから「公益社団法人日本けん
玉協会」を立ち上げたばかりでした。藤原さんから、こういう高いレベルの製品が作れるの
なら、ぜひ競技用けん玉を開発してくれないかという依頼を受けます。
「規格に狂いがなく、耐久性に優れたけん玉を作れる職人を求めていたところだったと聞

いています。というのも、けん玉は民芸品として、いろいろなメーカーが作っており、様々
な規格があります。しかし級位や段位の検定制度を作り、競技とするからには、統一の規格
が必要でした。祖父は、開発と製造に2年を費やしました」

厳格な製品基準を守り続ける
　開発にあたっては、木を削る刃物の一つひとつまで、設計図を書いて改良していきました。
木材は、ブナ・イタヤカエデ・サクラ・ケヤキ・エンジュなど、約20種類を使って試作し
ました。重さ、質感、技が決まったときに玉が響く音も考慮し、持ち手の木はブナで、玉は
サクラという組み合わせになりました。地元・飯豊山系にはブナ林が昔から多く存在してい
ましたが、ブナは漢字で『橅』と書き、曲がり材が多く建材に適さず価値がないといわれて
いました。そんな資源であるブナにスポットが当たり、1977年、競技用けん玉「富士」の
製造が開始されました。
　プロプレイヤーは、たった1つのけん玉から、3万種類以上の技ができます。しかし、け
ん玉の質が悪いと技が決まらないといいます。例えば、技の1つの“灯台”は、玉の形がいび
つだと技が決まりません。お皿と剣の間に玉を止める“うぐいす”という技も、玉を支える部
分が基準の通りにできていないと玉が固定されません。そのため、けん玉協会が認定するけ
ん玉は、高度な技ができるようにと、0.1ミリ単位で寸法が決められています。万が一、0.5
ミリ以上外してしまうと認定品として認められません。この基準は、硬さ、重さ、比重が
1本1本で異なる木材から作る製品としてはかなり緻密です。
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左： 妥協しないものづくりに励む兄の鈴木良一さん。
現在は会長職を務める

右： 自宅にて、夜通し競技用けん玉の開発に勤しんだ、
祖父・鈴木与三郎さん。1997年撮影



深読み！今月の
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文／平井明日菜　写真／上垣喜寛・山形工房提供

　「プラスチックや金属とは異なり、木はその日の気温や湿度によって状態が変わるので、
それに対応できるように機械や刃物を微調整します、経験と技が必要です。それが木製品の
奥深さでありおもしろいところです」

高齢者に人気の「福祉けん玉」と「消耗品」にかける想い
　2020年、長井市の条例でけん玉が「市技」となったことをきっかけに、山形工房は、もっ
とけん玉に触れてもらいたいと、地元の小学校や施設などにけん玉を提供しています。そし
て近年、高齢者向けのけん玉「福祉けん玉 大晴」を開発しました。けん玉は子どもからお
年寄りまで楽しめるアイテムで、「孫や子どもと遊べる」「高齢の仲間と懐かしみながら楽し
める」と大ヒットしたそうです。今では、程よく足腰を使うから健康にいい、指先を使うか
ら脳の前頭葉を刺激して認知症予防に役立つと、デイサービスのレクリエーションなどに取
り入れるところもあるそうです。
　「実は、高齢者向けのけん玉は一度お蔵入りしたモデルが基本なんです。2006年に、簡
単に技が成功するように、お皿部分を大きくし、かつ軽量化した幼児向けの製品を開発した
のですが、木材コストがかかり、幼児向けにしては割高になってしまって……。でも、ター
ゲットを高齢者としたら、健康維持のためなら高くない値段だと、高齢者の間で広がったの
です。福祉けん玉をマスターしたら、競技けん玉にチャレンジしようという方もいて、自分
のレベルが上がっていくのを楽しむ方も多いです」
　少子高齢化で本来のメインターゲットの子どもたちが減っていくなかで、より広い範囲の世
代にアプローチしていかなくてはならないと梅津さんは言います。最近は、新製品として、野
球バットの製造を始めました。木製品で新製品というと、木製ドアやハンガーといった家具が
浮かびがちですが、これまでのスタイルや、技を生かした「モノ」づくりがしたいといいます。
　「けん玉は道具で使ってもらってこその商品ですから、どんなに質と耐久性に優れたけん
玉を作っても、プロの練習ではあっという間に摩耗してしまうモノです。野球バットも同じ
で、そこが似ていると思ったんです。いわば、作り手と使い手の勝負みたいなもので、そこ
に私たちのプライドとこだわりが生きています。そんな商品づくりを続けていきたいです」

長井市の市技となったけん玉。長井駅前にある、
けん玉ひろば「SPIKe」は、いつでも誰でも、けん
玉を手にとって遊ぶことができる場所だ。タイミ
ングが合えば、プロプレイヤーと一緒に楽しめる

山形工房の
けん玉のスゴイ技は
こちらの動画で見られます
画像をクリックすると
別ウインドウで開きます

QRコード、下記URLからもアクセスできます
https://www.youtube.com/watch?v=FifqUerSBtU
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